
Ⅺ. その他大学院関係案内 
  

１１．．横横断断型型教教育育ににつついいてて  

 

■大学院副専攻プログラム、大学院等高度副プログラムについて 

 

大阪大学では、大学院教育における高度教養教育の更なる展開に向けて導入された「学際融合・社会連

携を指向した双翼型大学院教育システム（Double-Wing Academic Architecture、DWAA）」を推進してお

り、その一環として、大学院に入学した学生を中心に、学生が所属する主専攻の教育課程以外の教育プロ

グラムを履修できる「「大大学学院院副副専専攻攻ププロロググララムム」」、、「「大大学学院院等等高高度度副副ププロロググララムム」」を提供しています。 
「大学院副専攻プログラム」、「大学院等高度副プログラム」は、学生が所属する主専攻の教育課程以外

の内容を学んだり、あるいは主専攻の専門性を生かすための関連分野を学んだりするための教育プログラ

ムです。主専攻の学修と並行して、用意されたプログラム科目を効果的に受講することで、学際的・俯瞰

的な視点や複眼的視野を養うことを目的としています。 

 どちらのプログラムも、教育目標に沿った一定のまとまりのある授業科目で構成されており、各プログ

ラムが定める要件を満たすことで、当該プログラムの修了認定証が交付されます。 

 

 なお、２０２３年度は「大学院副専攻プログラム」２４プログラム、「大学院等高度副プログラム」４４

プログラムが実施されます。 

 

また、「大学院等高度副プログラム」のうち、一部のプログラムは「「大大学学院院科科目目等等履履修修生生高高度度ププロロググララムム」」

として、社会人に対しても提供されています。 

 

各プログラムの詳細については、以下のURLもしくはQRコードからご参照ください。 

※大学院の新入生にはプログラムのパンフレットを別途配布します。 

 

 https://itgp.osaka-u.ac.jp/programs/list/advanced/  
 
 
■学際融合教育科目について 

 

本学における横断型教育（学部・研究科の枠を超えた学び）の、より一層の充実を目指して、複眼的視

野を涵養するための授業科目として「「学学際際融融合合教教育育科科目目」」を設置しています。 

学際融合教育科目は、全学の大学院学生に提供していますので、興味のある方は是非履修してみてくだ

さい。 

 

※学際融合教育科目は、大学院横断教育科目の科目区分の一つとして開講しています。詳細については、それ

ぞれのシラバスを参照してください。 

※履修登録は、全学で統一された「他部局科目の履修登録期間」内にKOAN（学務情報システム）から行ってく 

 ださい（https://koan.osaka-u.ac.jp）。 

※大学院横断教育科目の単位認定についての取り扱いは、研究科によって対応が異なります。修了要件への算

入可否については、事前に指導教員や所属研究科の教務担当窓口に確認してください。 

 

詳細については、以下のURLもしくはQRコードからご参照ください。 

  

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/education/fukusenkou/gakusai 
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22..  ココミミュュニニケケーーシショョンンデデザザイインン科科目目及及びび CCOO デデザザイインン科科目目ににつついいてて  
 

■教育プログラムの目的 
  

⼤阪⼤学は、⾼等教育における新しい教育の目標として〈⾼度汎⽤⼒〉の育成を掲げてい
ます。CO デザインセンターは人をつなぎ、知識をつなぎながら、ともに創出する⼒を身に
つけるための学部・研究科横断型の新しい⾼度教養・⾼度汎⽤⼒育成プログラムの研究開発
と教育にあたっています。 
 「コミュニケーションデザイン科目」は、対話することを通して、課題を発見し、ともに
その解決をめざし、社会のなかで実践するための基礎的な教育プログラムとして学部生、⼤
学院生を対象に開講されています。 
 また、「CO デザイン科目」は、さまざまな現実の社会課題の解決を目指したアドバンス
ト・プログラムとして、より系統的に社会実践⼒を修養するための科目群として⼤学院学生
を対象に開かれています。 
 
 
■コミュニケーションデザイン科目及び CO デザイン科目の修得単位について 
 
  コミュニケーションデザイン科目及び CO デザイン科目が修了要件単位に算入できる

か否かについては、各研究科によって取り扱いが異なりますので、履修に際しては、事前
に指導教員や所属研究科の教務担当窓口に必ず相談してください。 

  
 
■履修手続方法について 
 
 コミュニケーションデザイン科目と CO デザイン科目の履修登録は、全学で統一された 
「他部局科目の履修登録期間」内に KOAN（学務情報システム）から行ってください

（https://koan.osaka-u.ac.jp）。 
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ここれれままででのの学学術術編編成成をを尊尊重重しし専専門門分分野野をを深深めめ、、専専門門家家をを育育成成すするる教教育育  

      従来の学術編成に基づいた研究科の専門分野における深い知識や
高い技術を保持する人材を育成する教育です。 

 

いいくくつつかかのの異異ななるる学学問問・・研研究究分分野野かかららななるる複複合合領領域域をを学学修修すするる教教育育  

   異なる分野にも視野を向け知的地平を広げられる教育を指します。
新たな知識や技術の組み合わせを試みる創造的な活動を促進します。 

知の探究 

 

Ⅻ. 大阪大学の大学院教育システム 
 

学際融合・社会連携を指向した双翼型大学院教育システム 
Double-Wing Academic Architecture 

 
 
大大学学院院教教育育シシスステテムム構構築築のの背背景景とと目目的的  
現代社会には、SDGs に代表される様々な課題が数多く存在します。こうした複雑な社会課題を解決するに

は、それぞれのコアとなる専門的知見に加えて、広い視野から課題を多角的に捉え、多様なステークホルダー
と柔軟に協働する力が求められます。 

このような社会背景を踏まえて、大阪大学では、大学院での学びを皆さん自身がデザインすることができる
新しい大学院教育システム「学際融合・社会連携を指向した双翼型大学院教育システム”Double-Wing 
Academic Architecture”（以下「DWAA」という。）」を推進しています。 
 

 
DDWWAAAA のの考考ええ方方  
DWAA は、研究科・専攻等における専門分野の教育（「知の探究」型教育）に加え、専門分野のコアの修得

を前提として、新たに「知と知の融合」「社会と知の統合」の二つの方向に教育を広げていく点が特徴です。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知と知の融合 

知と知の融合 

社社会会課課題題にに対対すするる解解決決にに向向けけててのの実実践践的的なな取取りり組組みみをを通通じじてて学学修修すするる教教育育 
   社会の様々なステークホルダーとともに解決すべき課題を発見して

解決方法を創造し、さらに社会に実装することができる能力を育成し
ます。授業の中で、社会課題の解決に実践的に取り組む機会を提供し、
異なる背景を持った人々と意思疎通を図る能力や社会を変えようとす
る過程で直面する困難を乗り越える力量を身につけます。授業によっ
ては、学外（社会、企業等）との接点を持った取組み等も含まれます。    

       

社会と知の統合 
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知知ののジジムムナナスステティィッッククススププロロググララムムととはは  
この DWAA の考え⽅に基づき、「知と知の融合」「社会と知の統合」の⼆つの学際領域に分類される⾼度教

養教育の教育プログラムを総称して「知知ののジジムムナナスステティィッッククススププロロググララムム」と呼び、専⾨分野の深化を⽬指す
従来の⼤学院教育と併せて履修を推進しています。 

⼤阪⼤学で展開している教育プログラムは以下のとおりです。 
 

 

 

 

 

 

 

専⾨性の 
探究 

学際融合の 
推進 

社会課題の 
解決 

専⾨分野の 
コア 

社会と知の統合 知と知の融合 
知の探究 

学際融合・社会連携を指向した双翼型⼤学院教育システム 
（Double-Wing Academic Architecture） 

詳細はこちら

↓ 

教育プログラムの詳細はこちら→ 

知のジムナスティックス
プログラム 

― 148 ―


